
令和３年第３回隠岐の島警察署協議会開催協議会名

令和３年９月30日（木）午後２時00分から午後４時30分まで開 催 日 時

４人（松岡会長、山根副会長、柳原委員、石川委員）協議会委員
出 席 者

７人（署長、次長、生活安全刑事課長、生活安全係長等)警 察 署

サイバーセキュリティに対する意識・理会議・協議 署長からの 諮 問 事 項

解を県民に醸成させる方策諮 問 等

【生活安全係】説明概要

資料を配布するとともに、パワーポイントを

使用し、サイバーセキュリティに関する情勢等

を説明した。

大きな問題であり、気を付けなければいけな答申（意見等）

いが、パスワードの変更など大変である。

学校では業者が教養を行っている。その際に

子供とその家族等も一緒に教養を受けてはどう

か。また、今後も関係機関、各種会合等を利用

してチラシを配布してほしい。

社会全体でネットの利便性より危険性を先に

理解するよう努めるとともに、もっと会話で人

と人のつながりを持つようになってほしい。

昨年の共通諮問事項である「特殊詐欺被署長からの 報 告 事 項

害防止などの防犯情報等に関する県民への報 告

浸透方策」の諮問結果報告

【生活安全係】説明概要

資料を配布し、隠岐の島警察署で行っている

各種施策を説明した。

警察の防災無線による広報は効果がある。答申（意見等）

特に高齢者は「この間の放送でこんなことを

言っていた」と井戸端会議をするほどよく聴い

ているので、今後も活用すべき。



本年第２回隠岐の島警察署協議会におけ報 告 事 項

る委員からの意見に対する答申

【交通係】説明概要

○ 道路案内標識に対する対応

引き続き、道路管理者へ対応を依頼してい

、 。 、くが 設置は道路管理者の判断となる また

自治体が行っている交通安全施設に関する要

望調査を活用するのも一手段である。

○ 極端に遅い車の避難義務等基本的な教養を

免許講習に取り入れる。

運転免許課を通じて委託機関の講師へ依頼

○ 交通マナーを守らないドライバーへの効果

的な広報

様々な媒体を活用して広報を行っているが

住民に浸透させることは難しい。警察の取締

りなどを強化し、住民に周知していく。

○ パトカーによるパトロール

地域警察官を中心にパトロールを強化して

いる。引き続き、住民に安心感を持ってもら

える活動を行う。

【警備係】

○ 各機関と連携した災害対策

各機関に対しては情報の共有、連携の重要

性を繰り返し説明しているため、最近では発

災時の被害状況を当署に連絡してくるなど情

報共有に対する意識の改善が見られるように

なった。引き続き、各機関と連携し、住民の

ための活動を推進していく。

早速、警察が色々と動いてくれていることに答申（意見等）

驚き、行動力があると感じた。我々も役場に対

して改善してほしいことがあれば改善を求めた

りするなど行動していかなければならないと思

う。



災害救出救助訓練の実施状況について報 告 事 項

【警備係】説明概要

９月29日に実施した災害救出救助訓練の状況

についてパワーポイントや配布資料により説明

した。

、 。答申（意見等） 実際に訓練を見たが すばらしい訓練だった

見学していた人達から拍手が出ていた。それが

全てだと思う。

実際に災害が発生した時は警察と協力し、消

防などの機関や自分たちも連携し、しっかりと

対応しなければいけない。

委員４人中、３人が訓練を見学※

【委員意見】委員からの意見・提言

教育委員会は、不審者等の情報があれば学校単位の専

用グループを利用し、すぐに保護者へ発信しているが、

警察のみこぴーメールによる情報が入らなかったり、遅

い。警察も教育委員会が情報発信する時期と同時期に情

報発信できないか。

【警察署回答】

教育委員会が発出する情報は児童等から聞いたことを

そのまま発出している。

警察は、情報を受けた際に、まず情報の真偽を確認し

た上で、犯罪が成立するかどうかを判断する。犯罪が成

立するなら捜査への影響や被害者のプライバシーを勘案

しながら、支障のない程度に情報発信するので、情報発

信のスピードに関しては御理解願いたい。

写 真

【会長挨拶】 【署長挨拶】



【災害対応訓練】【諮問事項説明状況】


